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16.  Abstract  

本実験は、遠赤外線（FIR）夜間ビジョンシステムと近赤外線（NIR）夜間ビジョンシステ
ムを使って、２種類の距離での自動警告を行なった場合、又はまったく警告の無い場合でのテ
ストを行い、両システムを比較した。16人の被験者（８人は30歳未満の者、残り８人は60歳
以上）は、車シミュレータの中央コンソールにある夜間ビジョンシステムに歩行者を見たとき
即座にボタンを押すテストをした。また、被験者は、実際の運転時に行なうような、ほぼ常に
前方を見ながらのハンドルシミュレーション操作も行なった。 

前回の実験の場合と同様（2004年のTsimhoni, Bärgman, Minoda, Flannaganによる）、
FIRシステムでの歩行者検知距離は、NIRシステムでの検知距離より実質的にかなり長いものと
なった。今回の実験では、全体的に検知距離は前回の実験のときより約20メートル短くなっ
た。これはシミュレーションのハンドル操作も同時に行なうということが原因であろうと考え
る。自動ビジョン警告が歩行者に向かってズームしていく青いボックスである。長い距離の場
合には、歩行者との距離が約150メートルになったとき自動ビジョン警告が現れる。どちらの
夜間ビジョンシステムにおいても検知距離と検知精度は改善を示したが、その効果はNIRシス
テムの方がより目立ったものとなった。75メートルの距離での自動警告はNIRでは検知を高め
たが、FIRでは低下となった。なぜなら、被験者が自動警告を待ってから反応するというよう
な状況が生じたことであろ。被験者に精神的な負荷及び努力といったものを自己評価させたと
ころ、NIRの方がFIRより精神的負荷は高いものとなったが、自動警告を行うことにより被験者
が感じる負荷が減ったということはなかった。全体的に、イメージ処理に基づく自動ビジョン
警告は、歩行者検知精度及び検知距離を高める上で有効であった、但しFIRでの近い距離での
警告が例外であった。 
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